
バイタルアセスメントの考え方00 ６６

脈拍に対して血圧は
正しく出てますか？

③ 代償機能

① 拍出機能

循環血液量は維持できてますか？
正しく循環がある場合はSpO2 低下

は肺機能の問題です。
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３者間メソッド
機能 状態 病態

アセスメントは機能を評価し、状態を判断する

数値

① 拍出機能

 循環血流（血漿）量減少による SpO2 低下
 血圧は維持できているがSpO2が低下
 血圧低下、 SpO2正常
 該当なし

 血圧を維持するために脈拍数を上げて代償してる
 SpO2低下ために脈拍数を上げて代償してる
 血圧が低下しているが脈拍数が上がって無い
 SpO2が低下しているが脈拍数上昇していない
 拍出機能が○な場合、代償は必要なし
 該当なし

状態が分かれば病態が分かります。

拍出に問題がある場合は以下を考慮
● 心機能の低下 ● 循環血流量の低下

③ 状態（心機能・肺機能）

 脈拍数上昇に対して血圧上昇有
 脈拍数上昇に対して血圧上昇無
 脈拍正常、血圧低下
 該当なし

② 肺機能

③ 代償機能

代償機能 ○
代償機能 ○
代償機能 X
代償機能 X
代償機能 不要
代償機能 ○

拍出機能 ○
拍出機能 X
拍出機能 △
拍出機能 ○

肺機能 ○
肺機能 X
肺機能 ○
肺機能 ○

② 機能評価（心機能2ヵ所と肺機能）① 数値

④ 病態に続く
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拍出機能→肺機能→代償機能を〇X△で評価してください
3ヵ所とも○の場合は
心肺機能問題無
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脈拍である程度の方向性が分かります。

HR↑ 頻脈の場合、代償性頻脈・交感神経系頻脈・不整脈に分類できます。

HR○ 正常の場合、血圧、SpO2 低下に注意

HR↓ 徐脈の場合、安定な徐拍・副交感神経系徐拍・不整脈に分類できます。
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ＢＰ・SpO2が低い
場合脈拍数は上が
ってますか？


